
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 52 地層① 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答は次のページ 

（東京都） 



  

 

 

     

〔問 1〕「塾技 52  」および，「塾技 52」用語チェック 3 を参照。 

地層⑤から見つかった化石のように，地層が堆積した当時の環境を推定する手がかりとなる化石

を示相化石という。一方，地層①から見つかった化石のように，地層が堆積した地質年代を知る

手がかりとなる化石を示準化石という。ナウマンゾウは，新生代第四紀に栄えて絶滅した生物で

ある。 

 ウ 

 

 

〔問 2〕右の図のように，地点 A～D と同様，

地点 E から点線を引く。 

図から，地層①～③までは地点 A～Dと同

様になり，地層④は地点 C と同じ位の厚さ，

地層⑤は地点AやBと同じ位の厚さとなる

ことがわかる。これらを満たす柱状図は，

アと考えられる。 

 ア 

 

 

〔問 3〕地層④はれきと砂で，地層⑤は泥であり，粒の大きさは，地層⑤より地層④の方が大きい。

「塾技 52  」より，粒の大きなものほど河口や海岸に近い海底に堆積することになるので，適切

な記号はイとわかる。 

一方，「塾技 52  」の堆積岩と火成岩の相違より，堆積岩は流水の作用で，運ばれる間に角が取

れ，丸みを帯びた粒となる特徴をもつ。 

 

記号：イ 

特徴：流水で運ばれるときに，角がけずられることで粒が丸みを帯びた形となる。 

塾技 52  補充問題 解答・解説 
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